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文化を運んだ川〜母なる川・最上川〜

水ノある風景　山形市・山形五堰

水のチカラ〜やまがた e でんき〜

森を守り、水を守る。MOKULOCK（ニューテックシンセイ）

美味水成　水に誘われ、出会った山形の逸品

水のチカラ COLUMN

山
形
を
育
む

チ
カ
ラ
と

次
の
世
代
へ
。



水

ノ

チ  カ  ラ

山
形
の
母
な
る
川
と
呼
ば
れ
る
、
最
上
川
。

一
説
に
よ
る
と
ア
イ
ヌ
語
の
「
も
が
み
＝
静
か
な
る
神
」
に

そ
の
名
の
由
来
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

最
上
川
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
肥
沃
な
大
地
と
、

平
安
時
代
か
ら
重
要
な
交
通
網
と
し
て
発
達
し
た
舟
運
。

人
々
は
川
か
ら
水
を
引
き
、
土
地
を
耕
し
、

実
り
豊
か
な
農
業
大
国
を
作
り
上
げ
た
。

水
の
チ
カ
ラ
と
、
そ
れ
を
活
か
す
人
の
叡
智
が
山
形
を
作
り
上
げ
た
。

今
、
当
た
り
前
に
あ
る
そ
の
豊
か
さ
を
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
繋
げ
よ
う
。

山
形
を
育
む
チ
カ
ラ
と
、
次
の
世
代
へ
。

水に恵まれている長井市は、
市内の水道水も井戸水を使っ
ている。長井の治水のために
造られた長井ダムは 27 年の
歳月をかけて平成 23 年 3 月
に完成。東北有数の大規模な
重力式コンクリートダムだ。



　

粘
り
気
が
強
く
、
と
て
も
柔
ら
か

い
食
感
が
特
徴
の
里
芋
「
甚
五
右
ヱ
門

芋
」。
芋
煮
が
根
付
く
山
形
県
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
料
亭
や
高
級
ホ
テ

ル
な
ど
か
ら
注
文
が
入
る
。

　

伝
統
野
菜
が
多
く
残
る
真
室
川
町

で
、
佐
藤
春
樹
さ
ん
の
家
に
室
町
時
代

か
ら
伝
わ
る
在
来
種
の
里
芋
だ
。

 

「
里
芋
は
乾
燥
に
弱
い
た
め
、
栽
培
に

は
水
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
甚
五
右
ヱ
門

芋
を
育
て
る
真
室
川
町
小
又
地
区
の
土

壌
は
粘
土
質
で
、
水
分
を
豊
富
に
蓄
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
大
地
に
降

り
注
い
だ
恵
み
の
雨
や
湧
き
出
る
清
ら

か
な
水
で
、
土
壌
が
常
に
潤
っ
て
い
る

か
ら
、
芋
の
皮
が
厚
く
な
ら
ず
、
柔
ら

か
く
て
お
い
し
い
里
芋
が
で
き
あ
が
る

ん
で
す
」。

　

も
と
も
と
は
20
株
ほ
ど
の
自
家
用

だ
っ
た
が
、
佐
藤
さ
ん
が
少
し
ず
つ
生

産
を
増
や
し
、
今
で
は
3.6 

ha
で
約
3
万

株
を
育
て
る
一
大
産
地
に
成
長
さ
せ
た
。

 

「
こ
の
大
地
が
く
れ
た
恵
み
を
通
じ
て 

真
室
川
の
風
土
も
一
緒
に
届
け
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」。

伝承野菜農家 森の家　最上郡真室川町大沢 2052-1　☎︎ 0233-63-2651　https://www.morinoie.com/

写真上／畑をトラクターで掘り上げた後、一株ずつ手作業で芋
を取り出し収穫していく。写真下／おすすめの食べ方はシンプ
ルな蒸し焼き。皮ごと食べられるそう。写真提供：志鎌康平

収穫期を迎えた甚五右ヱ門芋
と佐藤さん。茎と葉の部分の
背丈は、佐藤さんとほぼ同じ
くらいに。

甚
五
右
ヱ
門
芋
は
、
こ
の
地
域
の
水
や
大
地
だ
か
ら
こ
そ
育
つ
ん
で
す

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

やまがた伝統野菜・甚五右ヱ門芋
じんごえもんいも

昔から大切に受け継がれてきた伝統野菜が数多く残る山形県。

その中の一つである「甚五右ヱ門芋」は、

多くの人が一度食べるとそのおいしさに魅了される。

「水」が育てるもの。

写真提供：志鎌康平



　　　　　　

青苧

文化を運んだ川
〜 母なる川・最上川 〜

米
沢
か
ら
酒
田
ま
で
流
れ
出
る

総
延
長
２
２
９
km
の
大
河

　

前
述
し
た
と
お
り
、
最
上
川
の
流
域
に

は
、
盆
地
と
峡
谷
（
狭
窄
部
）
が
複
数
箇

所
存
在
し
て
い
る
。
狭
窄
部
は
水
が
流
れ

に
く
く
な
る
た
め
、
盆
地
で
氾
濫
が
起
き

る
。
盆
地
は
人
が
多
く
住
む
だ
け
で
な
く

農
地
も
あ
る
。
洪
水
が
発
生
す
れ
ば
被
害

は
大
き
い
。
実
際
、
昭
和
42
年
と
44
年
に

は
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
で
氾
濫
が
発
生
、

大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

ダ
ム
は
治
水
（
洪
水
が
起
き
な
い
よ
う

に
調
整
を
す
る
役
割
）
を
主
な
目
的
と
し

て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
飯
豊
町
に
あ
る
白

川
ダ
ム
、
西
川
町
に
あ
る
寒
河
江
ダ
ム
、

長
井
市
に
あ
る
長
井
ダ
ム
が
最
上
川
水
系

に
造
ら
れ
た
主
要
な
ダ
ム
だ
。
治
水
以
外

に
も
、
灌
漑
用
水
や
水
道
用
水
の
供
給
、

発
電
な
ど
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
ほ
か
、

川
の
環
境
を
保
全
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
り
、
工
業
用
水
を
供
給
し
た
り
す
る
も

の
も
あ
る
。

　

ダ
ム
の
役
割
を
考
え
る
機
会
は
少
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
川
へ
流
す
水
の

量
を
調
整
し
、
流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を

守
り
な
が
ら
、
水
を
上
手
に
活
用
す
る
た

め
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
。

　

近
年
、
世
界
的
に
突
発
的
な
大
雨
災
害

が
多
発
し
て
い
る
。
今
年
７
月
に
は
山
形

県
で
も
豪
雨
被
害
が
発
生
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
想
定
を
踏
ま
え
て
造
ら
れ
た
ダ
ム
で

も
、
そ
の
想
定
を
上
回
る
豪
雨
が
起
き
、

災
害
が
発
生
す
る
。
そ
の
度
に
地
球
温
暖

化
に
よ
る
影
響
を
身
近
に
感
じ
る
。

　

私
た
ち
が
日
々
、
自
然
に
負
荷
を
掛
け

ず
に
暮
ら
す
こ
と
は
正
直
難
し
い
。だ
が
、

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
積
み
重
な
れ
ば
、

自
然
へ
の
負
荷
は
少
し
ず
つ
減
ら
せ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
、
今
一
度
考
え
て
み
て
は
。

母なる川・最上川は、山形に何をもたらしてきたのか。
山形の文化にどう関わっているのか。歴史を振り返ってみよう。

▲ 428 もの支川が最上川に流れ込む

 

「
五
月
雨
を 

集
め
て
早
し 

最
上
川
」
─

─
江
戸
前
期
の
有
名
な
俳
人
・
松
尾
芭
蕉

が
詠
ん
だ
句
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
山
形
の
母

な
る
川
・
最
上
川
の
こ
と
。
熊
本
の
球
磨

川
、
静
岡
の
富
士
川
と
と
も
に
日
本
三
大

急
流
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は

最
上
川
全
体
と
し
て
は
ゆ
る
や
か
な
流
れ

が
特
長
な
の
だ
。
な
ぜ
、
芭
蕉
は
急
流
と

し
て
の
最
上
川
を
切
り
取
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

最
上
川
は
、
山
形
県
を
南
東
か
ら
北
西

に
か
け
て
流
れ
、
酒
田
で
日
本
海
へ
と
流

れ
出
る
。
総
延
長
は
2
2
9
km
、
ひ
と
つ

の
県
を
流
れ
る
河
川
と
し
て
は
日
本
一
の

規
模
を
誇
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
特
長
は
、

そ
こ
に
流
れ
込
む
支
川
の
数
だ
。
大
小
合

わ
せ
て
4
2
8
の
川
が
流
れ
込
み
、
雄
大

な
大
河
と
な
っ
て
い
る
。
山
形
県
の
75
％

が
流
域
で
あ
り
、
流
域
人
口
は
県
全
体
の

約
８
割
と
さ
れ
る
。
古
今
和
歌
集
の
な
か

で
最
上
川
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
歌
が
あ

り
、
平
安
時
代
か
ら
物
流
・
交
通
の
大
動

脈
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。

　

最
上
川
を
活
用
し
た
舟
運
は
重
要
な
交

通
網
だ
っ
た
。
年
貢
米
の
運
搬
の
ほ
か
、

紅
花
や
青
苧
な
ど
の
商
人
が
扱
う
特
産
品

は
、
川
を
下
り
、
酒
田
か
ら
上
方
へ
と
運

ば
れ
た
。
山
形
に
紅
花
を
伝
え
た
の
は
山

寺
（
宝
珠
山
立
石
寺
）
を
建
立
し
た
慈
覚

大
師
円
仁
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
最

上
紅
花
は
高
い
品
質
で
全
国
に
そ
の
名
が

知
ら
れ
、江
戸
時
代
後
期
の
最
盛
期
に
は
、

全
国
の
生
産
量
の
５
割
に
も
上
っ
た
。
ま

た
、
出
羽
山
形
藩
主
・
最
上
義
光
は
上
方

と
の
取
引
を
盛
ん
に
す
る
た
め
近
江
商
人

を
誘
致
し
、
城
下
町
に
店
舗
を
構
え
さ
せ

た
。
近
江
商
人
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
上

方
と
の
交
易
を
成
功
に
導
い
た
。
そ
の
結

果
、
山
形
は
町
並
み
や
建
物
、
食
文
化
な

ど
に
上
方
の
影
響
を
残
し
て
い
る
。

　

最
上
川
は
盆
地
の
後
に
峡
谷
、
そ
の
後

に
盆
地
を
経
て
ま
た
峡
谷
。
ふ
た
つ
の
地

形
の
組
み
合
わ
せ
を
幾
度
か
通
過
す
る
た

め
、
舟
運
に
お
い
て
は
難
所
が
い
く
つ
か

存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
１
５
８
０
年
、

最
上
義
光
が
山
形
市
か
ら
酒
田
市
ま
で
を

開
削
。
１
６
９
３
年
に
は
米
沢
藩
の
御
用

商
人
・
西
村
久
左
衛
門
が
黒
滝
の
難
所
を

開
削
し
、
米
沢
か
ら
左
沢
ま
で
の
舟
路
を

開
き
、
最
上
川
の
舟
運
を
確
立
し
た
。

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
芭
蕉
の
句
は
、
当
初

「
〜
集
め
て
涼
し
」
と
い
う
中
句
だ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
梅
雨
時
期
に
最
上
川
で

川
下
り
を
体
験
し
、
あ
ま
り
の
激
流
に
句

を
修
正
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
か

ら
自
然
は
時
に
牙
を
剥
く
と
い
う
こ
と
だ
。

　

現
代
に
お
い
て
も
自
然
の
猛
威
に
脅
か

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
今
は
川
を
流
れ

る
水
の
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代

表
的
な
も
の
が
、「
ダ
ム
」
だ
。

紅花
京都や大阪に運ばれたのは
紅餅。紅花の花びらを摘み
取り、発酵させたもので、
赤の色素を高め、染料の原
料として使われた。

山居倉庫
1893 年（明治 26 年）に建てられた
酒田米穀取引所の付属倉庫。白壁と
土蔵づくりの 12 棟からなる倉庫が連
なっている。西側には大きなケヤキが
植えられ、高温防止となっている。

北前船

最上義光

お米や魚、特産物などを地方
の港で積み込み、江戸や大阪
に向かって運んでいた。酒田
から向かう船は「西廻り航路」
を通り、上方へ向かう。

出羽山形藩初代藩主・最上義光は
舟運を整備し、商業も盛り上げた。

最
上
川
の
舟
運
は
産
業
を
支
え
、

上
方
の
文
化
を
各
地
へ
運
ん
だ
。

水
を
貯
め
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

治
水
と
利
水
を
目
的
と
し
た
ダ
ム

長井ダム



山形で古くから利用されてきた水力発電は、CO2 を排出しない再生可能エネルギー。
「水のチカラ～やまがた e でんき～」は、山形県企業局水力発電所由来の電気100%のプランです。

= ++

［水のチカラ〜やまがた e でんき〜の特徴］

［お申込み方法］

料金

申込期間／2026年 9月30日まで

申込方法／東北電力フロンティアのWebサイトからお申込みください。

料金プランの詳細やお申込み方法は、

東北電力フロンティアのWebサイトをご確認ください。

https://www.tohoku-frontier.co.jp/plan/yamagata_e_denki/​

電力量料金基本料金 再エネ賦課金

1. 燃料費調整なし

2. 基本料金は東北電力の従量電灯Ｂの半額

3. 電力量料金単価は使用量によらず一定

山形県外から県内にお引越しされた方がいる世帯や子育て世帯を対象として、​ 

 「水のチカラ〜やまがた e でんき〜」の                                      　　になるオプションです。基本料金が6か月間無料

対象者／山形県内の一般家庭等のお客さま（低圧）
加入条件／・山形県内において、60アンペア以下で電気を使用されること
　　　　　・料金のお支払い方法をクレジットカード払いとしていただくこと
　　　　　※加入条件を満たす場合、企業等の法人のお客さまもご加入いただけます。
適用期間／2027年 3月分まで

電源構成／山形県企業局水力発電所由来の電気100％

※本プランは、オール電化以外のお客さま向けプランです。オール電化のお客さまで、夜間の料金がお得なプランにご契約中の場合は、現在よりも
　料金が高くなる場合がございます。また、本プランは、燃料費調整がございません。燃料費等調整単価は毎月変動するため、燃料費調整を行うプ
　ランを現在ご契約中の場合は、燃料費等調整額によっては、現在よりも料金が高くなる場合がございますので、ご留意ください。
※料金の詳細は、東北電力フロンティアの Web サイトをご確認ください。

※ 適用期間を延長する場合には、新たな適用期間等について、あらかじめお知らせいたします。

※お客さまのご契約開始・廃止の時期によっては、満6か月とならない場合がございます。

※ 上記⑴⑵両方の加入条件を満たす場合でも、「水のチカラ～やまがたｅでんき～」の適用期間の
    2027年 3月分までの間で、1需要場所における割引適用は、最大6か月間までといたします。

・「水のチカラ〜やまがた eでんき〜」に加入され、次のいずれかを満たすこと​
　⑴ 過去 2年以内に山形県外から県内にお引越しされた方がいる世帯​
　⑵ 18歳未満のお子さまがいる世帯

加 入

条 件

やまがた移住・子育て割
先着

1,000件
  まで！

プランについて

　

ベ
ン
チ
で
休
憩
す
る
人
、
友
人
と
談
笑

す
る
人
、
そ
の
脇
を
買
い
物
や
散
歩
で
行

き
来
す
る
人
々
─
─
。
山
形
市
七
日
町
二

丁
目
の
中
心
商
店
街
に
、
昔
な
が
ら
の
石

積
み
水
路
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
し
て

い
る
場
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
山
形
五
堰
」

の
ひ
と
つ
、
御
殿
堰
だ
。

　

山
形
市
を
流
れ
る
農
業
用
水
路
「
山
形

五
堰
」は
、約
4
0
0
年
前
に
造
ら
れ
た
イ

ン
フ
ラ
だ
。
江
戸
時
代
は
農
業
用
水
だ
け

で
な
く
生
活
用
水
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
山
形
五
堰

は
水
車
を
利
用
し
た
製
粉
業
や
精
米
業
、

養
鯉
・
染
物
・
鰻
問
屋
な
ど
の
産
業
に
も
活

用
さ
れ
た
。
人
々
の
生
活
に
密
着
し
、
山

形
市
の
景
色
と
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

　

高
度
成
長
期
に
生
活
排
水
や
工
業
排
水

が
流
れ
込
み
、
水
質
が
急
速
に
悪
化
し
、

利
便
性
重
視
に
よ
っ
て
趣
の
あ
る
水
路
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
公
共
下
水
道
の
普
及

や
市
民
の
清
掃
活
動
に
よ
っ
て
き
れ
い
な

流
れ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
親
水
機
能

や
防
火
用
水
機
能
と
い
っ
た
暮
ら
し
に
関

わ
る
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
今
な
お
山
形

市
民
に
寄
り
添
っ
て
い
る
水
路
な
の
だ
。

水　
ノ

あ
る

　

風
景

L a n d s c a p e  w i t h  w a t e r  i n  Y a m a g a t a

４
０
０
年
前
か
ら

町
を
作
り
、
産
業
を
支
え
る

５
つ
の
農
業
用
水
路

山
形
市
／
山
形
五
堰



山
形
県
米
沢
市
は
、
最
上
川
の

源
で
あ
る
吾
妻
連
峰
の
裾
野

が
広
が
る
米
沢
盆
地
に
あ
り
、
か
つ
て

上
杉
氏
が
治
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
約
２
０
０
年
前
に
上
杉
鷹
山
が
殖

産
振
興
の
た
め
奨
励
し
た
米
沢
織
物
に

端
を
発
し
、
繊
維
工
業
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
、
疎

開
企
業
が
集
積
、
工
業
再
配
置
促
進
法

の
誘
導
地
域
と
な
っ
た
経
緯
も
あ
り
、

も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

　

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
テ
ッ
ク
シ
ン
セ
イ

は
１
９
８
０
年
の
創
業
以
来
、
米
沢
で

情
報
通
信
機
器
の
精
密
部
品
製
造
を
主

な
事
業
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
代
表
取

締
役
の
桒
原
晃
さ
ん
は
、
約
15
年
前
に

訪
れ
た
転
機
に
つ
い
て
語
る
。

 

「
当
社
は
以
前
か
ら
大
手
情
報
通
信
機

器
メ
ー
カ
ー
の
仕
事
を
主
に
受
託
し
て

い
ま
し
た
。そ
の
企
業
が
15
年
ほ
ど
前
、

中
国
の
企
業
に
買
収
さ
れ
、
危
機
感
を

抱
き
ま
し
た
。
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ

製
造
拠
点
が
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
自
分
た
ち
も
こ
の
ま
ま
で
は
ダ

メ
だ
と
。
そ
こ
で
、
新
た
な
事
業
を
作

ろ
う
と
い
う
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
」。

　

新
規
事
業
を
考
え
る
中
で
、
問
い
か

け
が
始
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
自

分
た
ち
は
米
沢
で
も
の
づ
く
り
を
し
て

い
る
の
か
。
こ
の
場
所
に
あ
る
意
味
合

い
、
そ
し
て
こ
の
地
で
続
け
て
い
く
た

め
に
は
何
を
す
る
べ
き
か
。

 

「
米
沢
に
は
何
が
あ
る
か
を
考
え
、
木

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
盆
地
で
山
に

囲
ま
れ
て
い
て
森
林
が
豊
富
じ
ゃ
な
い

か
、
と
。
当
時
、
私
も
担
当
し
て
い
た

社
員
も
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
。
木
に

触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
心
が
豊
か

に
育
つ
の
で
は
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

自
然
に
触
れ
さ
せ
た
い
気
持
ち
も
あ
り
、

木
製
玩
具
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

　

桒
原
さ
ん
た
ち
は
、
木
製
ブ
ロ
ッ
ク

の
開
発
へ
着
手
。
部
品
加
工
の
技
術
を

応
用
し
、
試
作
し
た
と
こ
ろ
、
簡
単
に

形
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

木
は
時
間
が
経
つ
と
縮
み
、
変
形
し
て

し
ま
う
。
山
形
県
の
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、

山
形
大
学
の
教
授
と
共
同
研
究
を
行
う

な
ど
、
数
年
か
け
て
開
発
。
２
０
１
２

年
に
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
ブ
ラ
ン

ド
の
立
ち
上
げ
と
、
商
品
の
発
売
に
漕

ぎ
着
け
た
。
米
沢
で
育
つ
さ
ま
ざ
ま
な

樹
種
を
使
用
し
て
お
り
、
木
肌
の
色
が

異
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
は
木
で
造
ら
れ
た
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
、カ
チ
ッ
と
ハ
マ
る
。

結
果
と
し
て
玩
具
だ
け
で
な
く
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
の
需
要
も
あ
り
、
幅
広
い

店
舗
で
取
り
扱
い
が
生
ま
れ
た
。
コ
ロ

ナ
前
に
は
海
外
の
展
示
会
に
も
参
加
し
、

40
カ
国
ほ
ど
に
流
通
。そ
の
魅
力
が
ボ
ー

ダ
レ
ス
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

８
年
ほ
ど
前
か
ら
山
形
県
と
協
定
を

結
び
、「
絆
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
。森
林
保
全
活
動
に
乗
り
出
し
た
。

 

「
米
沢
に
は
最
上
川
の
源
流
が
あ
っ
て
、

こ
の
辺
り
が
ダ
メ
に
な
っ
た
ら
川
も
ダ

メ
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、

木
を
活
用
し
た
事
業
だ
け
で
な
く
、
木

を
生
産
す
る
側
に
も
携
わ
り
た
い
。
林

業
は
長
い
ス
パ
ン
で
物
事
を
捉
え
て
い

て
、
今
植
え
た
木
は
次
の
世
代
の
人
た

ち
へ
の
贈
り
物
に
な
る
。
長
い
目
で
も

の
を
捉
え
て
、
次
の
世
代
へ
こ
の
環
境

を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

事
業
を
通
じ
て
森
を
守
り
、
水
を
守

り
、
自
分
た
ち
の
い
る
環

境
を
守
る
。
次
の
世
代
に

繋
い
で
い
く
た
め
に
。

子どもたちに

この地域の環境を

残したい

株式会社ニューテックシンセイ
主に情報通信機器や半導体関連装置の受託生産、木製品の製造販売
を行う。もくロックは 2015 年にメゾン・エ・オブジェ パリで「グ
リーン・アイテナリー賞」を受賞するなど、数々の賞を受賞した。

くり、ぶな、さくら、しで、かば、みずき、すぎ、ほおのき、かえで、けやきなど 10 種類の
樹木の間伐材を使用。ピースがぴったりはまるように乾燥の調整を行い、1/100mm 単位ま
で厳密な切削を経て製造されている。従業員や地域の人とともに森林保全として植樹や下刈り
などを実施しており、使い終わったもくロックを山に返す活動も行う。

「もくロック 24 ピース」（2,640 円／税込）。
天然の無垢材を使用したブロック。木の温もり
や香りを感じられるだけでなく、湿度によって
ぶつかる音にも変化がある。

米沢市花沢 3075 番地 1　☎︎ 0238-21-3155
https://nt-shinsei.com/newtechshinsei

米
沢
市
は
も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な

地
域
。
こ
の
地
で
地
元
の
資
源
の

大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な

分
野
の
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し
た

企
業
に
出
会
っ
た
。

IN
TERV I EW

株式会社ニューテックシンセイ　
代表取締役　桒原 晃 氏

水
を
守
る
。

森
を
守
り
、



「この地域は砂礫の地質で、水はけが良い。金峯山からの
伏流水でブドウを育てています」と語るのは、2020年に
創業した「ピノ・コッリーナ松ケ岡」のジェネラルマネー
ジャーである川島旭さん。自社畑で多様な品種を育て、自
然の力に逆らわないワイン造りを行っている。今回紹介す
る「鶴岡甲州」は、地元農家が育てたブドウを使用。西荒
屋という場所で250年以上前に江戸の武家屋敷から移植
された甲州は、長い時をかけて鶴岡らしさを身にまとって
いる。豊かな香りと酸、ミネラルを感じられるワインだ。

ピノ・コッリーナ　ファームガーデン＆ワイナリー松ケ岡
鶴岡市羽黒町松ケ岡字松ケ岡 156-2 
☎️ 0235-26-7807　
https://pinocollina.com/

ピノ・コッリーナ　
ファームガーデン＆ワイナリー松ケ岡

鶴岡甲州

　山形は全国でも最も麩の製造を行う事業者が多い。長井

市で100年近い歴史を持つ斎藤麩屋もそのひとつである。

４代目の斎藤大介さんは弟とともに山形とは異なる麩の文

化を持つ金沢で修行。現在は父とともに３人で麩の製造を

行う。金沢には山形と異なる生麩の文化があり、その経験

も踏まえて2021年には直売所とカフェを開設。焼麩に加

え、生麩も使った食事やスイーツを提供し、新たな麩文化

を発信している。長井の水がおいしいから、長井の麩もお

いしい。飽きのこない麩のおいしさ、ご賞味あれ。

斎藤麩屋 SHOP ＆ CAFE「麩和里」
長井市成田 1440　
☎ 0238-88-2551　FAX 0238-88-2506　
https://www.saito-fuya.com/

斎藤麩屋

焼麩の煮物

シ
ン
プ
ル
な
材
料
だ
か
ら
こ
そ
、

　
　
　

超
軟
水
の
良
さ
が
生
き
る
「
焼
麩
」。

水
に
誘
わ
れ
、
出
会
っ
た
山
形
の
逸
品

山
梨
甲
州
と
は
違
っ
た
魅
力
を
持
つ
「
鶴
岡
甲
州
」

　
　

酸
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
白
ワ
イ
ン
。



　　　　　

長 井ダムのダム湖「ながい百秋湖」
の上流にある三淵渓谷。この

渓谷をゴムボートで巡ることができる
ツアーが注目を集めています。
　渓谷の上に神社があるため、ボート
で通り抜けることが参拝になります。
川幅が狭いことから、ボートからすぐ
そこに岩肌や木々が広がり、神秘的で
迫力ある景色を楽しめます。
　水辺空間の利活用推進のため、長井
ダムではイベント開催が許可され、そ
の一環として実施されています。ダム
湖を巡る貴重な機会です。

行
き
交
う
車
が
次
第
に
減
っ
て
い
く
。

く
ね
く
ね
と
車
で
山
道
を
進
ん
で

い
く
と
、突
如
巨
大
な
建
造
物
が
現
れ
る
。

私
は
こ
の
瞬
間
が
好
き
だ
。
自
然
の
中
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
バ
カ
で
か
い
堤
体
が

そ
び
え
立
っ
て
い
る
様
は
、
人
間
の
生
き

抜
こ
う
と
す
る
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
。
ど
れ

だ
け
の
知
力
と
労
力
を
結
集
し
た
の
か
、

考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
う
。

　
ダ
ム
は
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な

い
。
場
所
や
必
要
な
役
割
に
よ
っ
て
大
き

さ
も
形
も
違
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

初
対
面
の
と
き
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
す
る
。

ど
ん
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

と
、
期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
る
。
そ
れ

も
楽
し
い
。

　
ち
な
み
に
年
に
一
度
、
一
般
公
開
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
ダ
ム
も
あ
る
。
そ
う
い

う
と
き
は
観
光
放
流
が
実
施
さ
れ
た
り
、

普
段
入
れ
な
い
エ
リ
ア
を
見
学
で
き
た
り
、

湖
水
巡
視
船
に
乗
船
で
き
た
り
と
貴
重
な

体
験
が
で
き
る
場
合
も
。
ま
た
、
ダ
ム
管

理
事
務
所
で
配
布
し
て
い
る
ダ
ム
カ
ー
ド

も
人
気
で
コ
レ
ク
タ
ー
も
多
い
。

　
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
る
の
が
ダ
ム

の
魅
力
。
温
泉
へ
行
く
途
中
に
で
も
、
ふ

ら
り
と
ダ
ム
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
。
ア

ナ
タ
も
ダ
ム
の
魅
力
に
ハ
マ
る
か
も
。

ながい百秋湖ボートツーリング
三淵渓谷通り抜け参拝

最上川リバーツーリズムネットワーク
長井市平山 2743-4
☎️ 0238-87-0605
https://manabikan.wixsite.com/boat
※ボートツーリング開催は 4 月下旬〜 11月中旬

や
ま
の
・
だ
む
こ

巨
大
ダ
ム
堤
体
ほ
ど
興
奮
す
る
ダ
ム
マ
ニ
ア
女
子
。
つ
い
で
に
大
量
の
水
が
流
れ
て
い
る
様
子
を
見
る
の
も
大
好
き
。

龍
神
伝
説
が
残
る
渓
谷

神
秘
的
な
雰
囲
気
と

四
季
折
々
の
自
然
が
魅
力

［ 水 の チ カ ラ C O L U M N ］

「ダム見て何が楽しい??」

そんな初心者に、ダムの見方を教えます。

ダムマニアによるダムコラム。

HOW TO 
ENJOY 
THE DAM



［水のチカラ］

特設サイトはこちら

［水のチカラやまがた］
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